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棲木俊一氏関係資料について
愛知大学大学院中国研究科博士後期課程
二OO
四年夏、鰹木俊一氏に関する資料五点がご遺族の
ご意志により、愛知大学東亜同文書院大学記念センター（以下、「記念センター」と略）に寄贈された。記念センターは十一月二十日より十二月十一日まで「大学記念館」において「楼木家寄贈資料特別展」を開催し、学外の方々にも広くご覧頂く機会を設けた。新聞で報道されたこともあり、期間中は見学者が途絶えることはなく、その数も予想以上であった。
LAW
んいち
以下、資料の紹介と棲木俊一氏（以下、単に「楼木氏」と表記する場合 ある）の経歴および活動について記してみたい。1．棲木俊一氏の経歴棲木俊一氏は一八八二（明治十五）年生まれで名古屋出身、京都帝国大学卒業後、大学院で交通学専攻の傍ら東洋汽船株式会社に勤務。一九
O
八（明治四十一）年に南満洲
鉄道株式会社（以下、「満鉄」と略）に入社し、一九一
O
武井義和
（明治四十三）年より一九二二（大正二）年まで社命により欧米関学。留学後一九一四年より一九二七（昭和二）年まで上海に赴任し、満鉄上海支所長・事務所長を務める。その問、一九一八年より一九二 年まで上海居留民団行政委員・行政委員議長代理・行政委員会議 を歴任したほか、一九二
O
年より一九二七年まで上海共同租界参事会員も務
める。その後は満鉄本社情報課に勤務する一方、一九二七年には上海東亜同文書院の経営母体であった東亜同文 の一評議員、翌年には 会役員になる。一九二九年に帰国後は名古屋高等商業学校講師、新愛知新聞社および中部日本新聞社
常務理事 名古屋市会議 、名城大学教授・名誉教授などを歴任し、一九六八（昭和四十三）年死去。詳細な経歴は年譜にまとめたが、戦前戦後を通じて社会的地位・名誉が く、日一つ幅広く活躍していたことが分かる。
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樫木俊一氏略年譜
1F 号 西 府 !Jl J'i 
明治 15年 8 月 15 日 1882 名古屋市に生まれる
京都帝同大学法学部経済学科卒
明治3H年 1906 大学院にて交通学専攻のかたわら、東洋
汽船株式会社勤務
明治41 年 1908 南満洲鉄道株式会社入社
明治43年 3 月～大正 2 年 3 月 191(ト1913 米国間学、 ドイツ・フランス・イギリス
（または明治4311: I 月～明治45{f. 5 月） (1910-1912) 等を視察
大正 3 年 1914 南満洲鉄道株式会社埠.uJPH務所上海支所に赴任（のち支所長）
大正 7 年 1918 上海居留民団行政委員
大正 8 年 3 月 1919 上海民間民団行政委員会議長代理
根滞院長還暦祝賀式 owm同文書院創立
大正8年IO月 1919 20周年記念祝典）で、来賓を代表して祝
辞を述べる
大正 8 年 12月～大正IO年 IO月 1919-1921 上海Jis留民団行政委員会議長・伊吹山徳司氏死去のため、行政委n会議長に就任
大正 9 年12月～II日和 2 年！月 1920-1927 上海共同組界参事会員
大正13年 2 月 1924 南満洲鉄道株式会社上海事務所長
昭和 2 年4 月 1927 南満洲鉄道株式会社総裁室情報課長
昭和 2 年～昭和 1 年 1927-1928 東亜同文会評議ll 
昭和 4 年 1929 帰国
昭和 6年～昭和23年 1931-1948 名古民高等商業学校講師
昭和 IO年～昭和20年 1935-1945 新愛知新聞社、中部日本新聞社常務理事
昭和 17年～昭和22年 1942-1947 名古屋市会議日
昭和24年～昭和42年 3 月 1949-1967 名城大学教授、名誉教授
昭和28年 1953 オリエンタル中村百貨店顧問
昭和43：年 l 月 18 日 1968 87歳で永眠
出典： r沼友』 18号（上海東亜同文書院同窓会、 1922年 I J-J) 、東亜同文書院 r創立三十周年記念 東亜
同文書院誌』（ 1930.ij：：）、上海居留民団編 r上海居間民団三十五週年記念誌』（ 1942.年）、伊藤武雄
ら解説『現代史資料31 満鉄』（みすず｛＇t房、 1966年）所収の『南満洲鉄道株式会社組織去」、樫
木健古 r慢木俊一座談録』（中央公論事業出版、 1968年、非売品）、原敬文書研究会編 r書翰筒二
原敬関係文古 第二巻』（日本放送出版協会、 l984'ij：）、井村哲郎編『満鉄調査部一関係者の証言』
（アジア経済研究所、 1996年）、上海市柏案館編「l：部局資事会会議録』第二十一Ill卜第二十二冊・
第二十三冊（上海古籍出版社、 2001年）、霞山会 r東亜同文会史 昭和編」（2003年）。
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2．寄贈資料と作者の紹介
（本文で
ご泣族より寄贈頂いた資料は以下の五点であるは漢字は新字体に
改
めてある）。
「腿木先生属根本九－きず采下ゑ毛2β 後、~ 
天下為公孫文」
孫文により「天下為公」と抑屯された苫は記念
セ
ンタ
ー第二展示
室にもあり、そちらは縦の品切である
。
今回寄贈頂いた告は横式で
紙が黄ばんでいたのを名古屋でも有名な表具師に依頼し、真新しい状態に修復したそうである
。
機木
容子氏によれば、この訂は孫文から桜木俊
一氏に贈られたそうだ
が
、両者の関係は不明で、ただご
本人か 「孫文を逃がした」とだけ聞かされたそうである
。
この点
について記念センターは調査を行っているが、具体的な関係は現在のところ定 ではない
。
ただ、
第
二展示室にある、孫文の側近と
して中国革命 携わった日本人
・
山田純
三郎が孫文はじめ広東政府
首脳に宛 た招待状（
一九
二O
年
頃ではないかと推察される）に、「桜木先生」と記されている〈写
真参照〉。
「酬明木先生こが機木俊一氏かどうか断
言
できないが、山
田純三郎は満鉄と深いつながりがあったので（山田純
三
郎
の生涯については結束博治
『醇なる日本人孫文革命と山
田良政
・純三郎
』プレジデン
ト社、一九九
二年を参照）、そ
の観点からみれば同
一人物の可能性も排除できない。仮に
同
一人物ならば、孫
文との関係を裏付ける立重な資料となヲ＠
。桜木氏と孫文の闘係については今後も剖査を継続していく予定である
。
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記念センタ一所蔵。
人f，のM初に孫文が「孫中山先生J として
J己され、以後に「仰木先生J とある。
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（2）「飲且食寿而康樫木翁上寿丙寅春八十三史呉昌碩」倒木氏ご尊父・高
三郎氏に
贈られた呉自国国部主の引
h。「丙
寅」は西暦
一九
二六
年にあたる（日本の元号では大正十五
年）。呉昌碩（一八四三
1一九一」
） 七年）は近代中国の書道
界の大家で、
日本でも有名
だった。
なお、彼は東亜同文書院第二十期生旅行記
『金声玉振
』
（東亜同文官院編輯発行、
一九二三
年）に「冥挫述異奨亥
二月八十老
人呉昌碩」という題字を
揮宅してい
る
。
「奨亥
」は
一九
二三
年にあたり、
したがって
一九二
三年二月の揮宅と
分かる
。
退廃刊－令且飲
（3）「桜木翁雅正自在悶子右任」桜木氏ご尊父・山
三郎氏に贈られ
た哲か
。子右任（
一八七九
1
一九六
四年）は国民
党の中枢にいた人物で
あり、政治
家、ジャーナ
リスト、教
育家、詩人の
顔
を持つ
。
一九
O六年日本で胡漢民、店心字
の紹介で孫文と会い、両者の仲介で中国同盟会に加入。一九
O
七年上海
で革命
宣
伝のための新聞
『神州日報
』
を発刊するが、翌年火事に見舞われる。その後立て続けに新聞を創刊するが、過激な論陣 ため 発禁処分、投獄となった
。
一九一
O年九月、沈鰻雲、王一亭らの援助を受けて
『民
立報
』という新聞を創刊。革命
宣
伝に
重要
な役割を果たす
。
一九
一二
年の南京臨時政府成立後、交通部次長に選出さ
れる
。第
二革命失敗後日本に亡命し、帰国後しばらくは図
件編
纂
に力を入れる
。一
九
一八年八月、子右任は南方にあ
る孫文の動きに呼応した侠西省で峡西靖国軍
総司令に就任
したが目的を達成できず、
一九
二二
年八月上海に向かう
。
上海では陳桐明に
追わ
れた孫文と会
い、また部力子らとともに上海大学を創立、その校
長
となる
。
一九二四年、国民党上海執行部の
工人段民部長に就
任
。
同年十
一月、
孫文北上に伴 北京入りし、孫文病没直後の一九二五年一月北京政治委員会政治委口に任命される
。一九三
一年国民政府委
員兼観察委員
長に就
任。日中戦争勃発後は第二次国共合作に精力を注ぐ
。戦後は肢・婦中間院長
。
一九四九年十二月台湾に渡る
。
以上
の経陛から分かるように、子
右任は孫文の協 者の
一人であり、
国民政府でも要臓についていた
。
この
古がいつ附られたかについて
は、年号や千支が記されていないため不明だが、いずれにしてもこの
古
から、概木俊一氏と中国の政治家との間に繋がりがあったこと 分かる。
i 喝キt-fi'!!
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（4）「仁者寿丙寅春三月書奉
木翁正之白龍山人
」
酬明木
氏ご
尊父
・日
三郎氏
に贈られ
た書か。「丙寅」の干支がここにも出てくるので、
一九
二六年 月
の邸
宅と分かる。
ラ臼龍
山
人」は
王震の号であ
る。王
震
（一八六
六
1
一九三八年
）は漸江
省出身
、｛
予をご亭」という
。
目前
汽船会社創立以来の民弁として次第に財をなし、辛亥革命（第一革命）時には上海部督府財政部長に推される。一九
二七年の北伐時に国民革命
軍が
上海を占
領し持
制司
令部を設問
すると、同軍の 政顧問に任命され
、
大いに活躍した。日消汽船会
社華人
経理、上海大遥輸埠公司経理、上海麺粉交易所理事などの要職 兼ね
、
上海実業界の長老であり、日本人との交流も極めて広かった また、書
画をよ
示し、その南画は呉昌碩と並び位される大家で沖吋
たという
。王震と呉昌碩は古画を通じて深い交流があった
。
したがって、この苦から社会的地位
・名営
ともに高かっ
た棋木氏 上海の政財界の大物であり文人
でもあった王伎
との交流があったことが分かる。なお、点盟同文官院第
二
十期生旅行記
『金声玉振
』
には「奨亥菩仲挫羅万象呉
興王民主」という題字が、同じ
く第二十四期生旅行期『漢
イユaゥ者巨l瑳初 会唱え伝 ~f ..Jを主： "1 ~3 
川虻・＋必叶。
務』
（東亜同文書院編輯発行
、
一九
二八年）には「悉知悉
見集金剛経備諮戊辰春白龍山人」という題字があり
、
本名または号で抑屯しているが、旅行記ではいずれも
「王
一亭
先生題字」として紹介されている
。
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（5）親の絵入りの哲非常に古い年
代
を感じさせるが
、樫木俊
一氏が中国人か
らもらい受けたということ以外
、詳細は不明である。
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．上
海時代の樫木
俊
一氏
1近代日中関係史、上海
史
の一側面
3
で述べたように、
一九
一四年から
一九
二七年までの
十余年に及ぶ上海生活は、桜木氏にとって海外生活の殆どを占めていた
。満鉄の上海支所
長
・事務所長という大企
業
の重要な地位 あっただけでなく、上海居留民団や共同租界の要職にも就くなど、上海市政においても非常に霊安な立場にあった。したがって、
戦前の
樫木氏を考える場合
、
上海時
代は欠
むしろ中心に据えられるべき
かす
こ
とのできない、否、
テ
l
マではないだろうか
。
こう
した問題意識に基づき、本・誌では一九一
01
ニ0
年
代の桜木氏の軌跡を明らかにし、近代日
中関係史、上海史
の
一側而
として捉えてみたい
。
（l）参事会貝としての桜木俊
一氏
①
共
同租界とその組織
戦前の上海を語る時
、
「租界」の存在を抜きにするこ
と
はできない
。近代上海の．歴史はまさに租界とともにあった
と言い得るからである
。
租界とは外国人に開放された居留地永おいて、
外
国人に
より行政権が行使され
て
いた地域を指す。近代上海の歴史
はアへ
ン戦争（
一八
四01
一八四二年）で清朝がイギリス
に破れ、南京条約（
一八四
二年
）に基づき一八四
三年に開
港された
ことに始まる。駐上海
初
代イギ
リ
ス領事パルフォ
アは貿易に従事するための居留
地
を獲得すべく、上海道台
（清朝
時代の上海地方官）と協議し、土
地
を取得
し
た
。
そ
れが租界へと発展し
てい
くのである
。
すなわち
、
一八四五
年十一月最初に
イ
ギ
リ
ス租界が設置され、
一八四八年には
アメリカ租界が、一八
四九
年にはフランス租界が設置され
た
。
さらに
一八六
三年
にはイ併
リ
ス租界とアメリカ租界が
合併し「共同
租界」が成立した
。
以後、第
二次世界大戦に
よる租界消滅まで、上海は共
同租
界とフ
ラ
ンス
租
界、さら
に租界周辺の中国街を加えると
三
つの都市区域が形成され
る
こととなった。そし
て両
租界は度々拡張を行いつわ、上
海の経済
・文
化
の中
心
と
して発展していくこ
とに
なる
。
圃圃 共同制
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以下、共同租界について簡単に述べることにしたい。共同租界を構成する組織は納税者会議（議事機問符）・参事会（行政機関）・工部局（執行機関）が中核となる。納税者会議は納税者により組織されるものだが、ここでいう「納税者」は単に税金を納める者を指すのではなく、租界内に居住する外国人で地価五
OO
両以上の土地を所有し毎
年十両以上の租税を納める者、または年額五
OO
両以上の
評定家賃を納める者を指す。男女の制限はなく、自然人・法人を関わない。納税者会議は予算・租税の議定、参事会が淵定する法令の承認、参事 員の選挙権など 権限を有する。参事会は五名以上九名以下の参事会員で組織され、租界一切の行政を統轄し、租界を代表する権限を有している。例えば組界財政の処煙、租税・使用料・手数料などの徴収、土地の公用徴収、租税などの滞納者へ 起訴・差し押さえなどが挙げられ弘。また、参事会は訴訟当事 （原告・被告）の立場に立つ。参事会員の被選挙資格は租界内に居住する外国人であり、免許手数料を除き租税年額五十両以上を支払う土地所有 、または評定家賃一仁
00
両以上を支払う者である。任期は
一年で名誉職である。参事会は任務遂行のために分担事務を定め、財政・警察・衛生・教育・電気・音楽など様々な委員会を設けて 二ー三名の参事会員が各委員会の委員として任務比就く。そして委員の下にいる多数の有給史員が実務を執る。共同租界の組織図を示すと次のようになる。
領事団
納…
総務処警務処衛生処火政処財務処工務処義勇処音楽処公共図書館
工部局
吋務電気衛生て務普備（鴨川備防衛）常設学務華人学務楽隊その他の委日会
~日会
共同租界組織図（ 1920年代中頃）
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図 2
山上一一徐公刷、斤．
mm
『上海公共組凶介制度』九卜一
JJ1
九十五百（同
U．中央研究
院社会科学研究所、．九：・一・・年）、英修道「山中恭氏川に於ける列川の条約権益三ハ一
JJ
一一氏（丸善、一九一－一九年）、上限辞『上海共同租界誌』挿入阿（九
柏町、一九四一年）、両橋孝助・古厩忠夫編「上海史』三十八頁（東方舟店、一九九．九年）、上海市仲竹山来館制『上海肌界必ケ八八
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.. 00
．年）などをもとに事行が
作成。
一正之一委民会や仁部局の組織は主なものだけを記した。
②参事会での棲木俊一氏の言動棲木氏は一九二
O
年より一九二七年まで参事会員の地位
にあったが、参事会における氏の立場や言動は如何なるものであったのかを、会議録でみていくことにする。棲木氏が初めて に出席した 九二
O年十二月八日
から、最後の出席となる一九二七年一月十二日までの問、特別会議も含めて合計二八六回の参事会が開催されており、うち楼木氏の欠席は強か三十回である。非常に高い出席率であったことが分かる。参事会では毎年四月に議長選出や委員決定などが行加れるが、桜木氏は一貫して財務委員会の委員を務めていた。財務委員会は「財政、指税及上訴委員会」の略称である。工部局の財政事務に関する全 の責任を負い 工部局が支出や借金する権限を授けることを許可するほか 財務や人事に関する上訴訴訟の裁定を聴取し、土地建物 算定や外国人・中国以から税金を徴収す 責任 負う、など 役割を担っていた。租界運営の根幹をな 非常に重要なポストにあったといえる（組織図参照）。さて、会議録には棲木氏の発言が登場することは少ないが、断片的な記録から、氏が日本人社会と租界行政との仲介役を務め、そして租界の安定を維持すべく尽力していた僚子が浮かび上が てくる。前者の場合 主なものとして工部局警察に勤務する日本人警察官の問題と 日本人学校への補助金申請問題が挙げられ まずはこの二つについて順番にみていくことにする。一九一一一年五月十一日の会議録には、「町内会連合会」が日本人腎察官 会議への参加を招請 、そこで日本人警察
官任職の条件が討論されたとある。警察の規律に基いてこの問題は警務処長によってすでに処理されていたが、「町内会連合会」が提出した提案について、警務処長は日本領事（注｜この当時は山崎磐一が総領事を務めていた）が注意を促すことを希望し、参事会はこれに賛成す とともに、まず樫木氏がこの併について日本領事に面会すべきだ の怠見が出されている。
この「町内会連合会」とは、排日・排日貨運動が展開さ
れる時代背景下、一九一七（大正六）年 町内会の相互連絡工作の緊密、日本人居留民の福利増進を図る目的で全町内会（当時 町内会数は十一
1
十二）を一丸として結成さ
れた「上海日本人町内会連合会」 とである。「町内会連合会」は統制機関であり自治工作 統一を図るという性格を有していた。一九二五（大正 四）年には町内会数四十に増加したため、指導機構を完成するために「町内会連合会」は「上海日誠一人各路連合会」（以下、「各路連合会」と略記）と改めら る。
「町内会連合会」「各路連合会」の活動の一つとして、組
界当局への権利拡張の主張が挙げられる。工部局警察へ日本人警察官採用運動がそ に該当す 。『上海居留民団三十五周年記念誌」によれば、一九一五（大正四）年の「対抗十二十一ヵ条要求」に反対する反日運動が上海でも展開され、日本人居留民 不安も高まっ めに「町内会連合会」は工部局警察に対して日本人警察官の採用を主張し実現させた。さらに「工部局警察日本隊」を結成させるべく活動し、一九二ハ（大正五）年十一月 実現させ る以後、「町内会連合会」「各路連合会」は絶え間なく工部局
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に日本隊増員を要抹し、を目指して活動した。したがって、この会議録にある「町内会連合会」の行動は、こうした租界当局への要求を反映したものということができる。この件の顛末は不明である。だが、日本人野察官に関する問題はこれで終わらなかった。一九一二年十二月十四日に参事会が辞表を受理 日本人警察官・オオクシの辞職問題が、日本人社会 発行され い 『
k
海日日新聞」に
掲載されたのだ 、紙面にはオオクシを支持し、参事会に反対する内容の記事 載ったのである。翌一九二二年一月十一日の参事会において、健一同務処長は記事の大部分が全くの担造であり、日本総領 （注｜当時の総領事は船津辰一郎）がペ上海日日新聞
L
の編集者に対して、事実に基き声
明を取り消す発表を行なうことを．要求するという提案を、日本総領事に通知すべきだと建議している。 態に対して棲木氏はで」 問題 関して日本人社会には異る意見もある」との確信を陳述し、それを受けてスミス（∞三吾）議長は「日本総領事 訪問 て交渉 進めるが、事前に啓務処長の撰議を記した文章の写しを 事に渡す」ことを明らかにした。後日スミス議長は日本総領事に面会したが、総領事は「当地の日本の新聞社に対して、今後は警察 を評論する前に事前に持察当局で事実を確認すべ諸こと 通知する手筈をとる」と、スミス議長 訪っている。今回「上海日日新聞』記事を確認することができなかったため、オオクシの警察官辞職の理由は定かではない。し
日本隊の待遇改善、
職権拡大など
かし、日本人警察官を巡る一連の問題の本質は、日本人社会と租界行政との関係にある。次節で触れるが、第一次陛界大戦期以降、日本人は在留外国人の中 最多数となる。しかし、その多くは「土着派」と呼ばれる下層民衆から形成される一般民衆層であった。彼らは数の上では在留外国人の巾で圧倒的多数を市めていたが、租界行政からは疎外されていた。そしてこの点も次節で触れるが、「町内会連合会」「各路
連合会」の主体が「土着派」だったことを考えると、の日本人野察官問．地の背景には、日本人社会に存在した租界行政に対する不満があったといえるの ある。樫木氏は、日本人社会にも異なる意見が存在するという
確信を表明したが、そ によりスミス議長と 総領事との而会が実現し、総領事が今後の取材記事に関する措院について述べるというように、事態収拾に大きな役割を果たした。共同租界運営 一員として冷静に判断し対応 た様子が溺える。次節で述べる 上海居留民団に傍わる中で日本人社会の内実に触れたからこそ、とれた言動であろう。次に、日本人学校への補助金申請問題についてみていく。一九二五（大正十四）年十月二十八日、参事会の席上で
日本教育研究委員会が日本人学校のため 補助申請を行った。この委員会が如何なる組織であるのか不明だ 参事会は理解を示しつつも民族学校には補助金を出せない いう工部局の一貫した原則に基づき、補助中請は受理できないという認識に至った。これに対して、楼木氏は日本人居留民の子弟教育への負
(iii ；え： .•r 院；／i.: ；念者i VOL. I :1 :i8 
担が重いことを指摘し、理由として子供たちは英語が理解できず、工部局学校への進学を導くことができないという点を挙げた。その上で、多くの日本人子弟に教育施設を提供する必要に基づき、機木氏は「工部局は原則に合わという理山だけで中請を拒絶するのでなく、これが大部分の居留民の利益を代表するかどうかを考慮しな てはならないい工部局 原則を変更することは正当 ある」旨を主張した。日本人社会では上海居留民団が学校を運営していたが、一九
O七（明治問十）年に開校した日本尋常高等小学校が
最初である。第一次世界大戦後に日本人が増加するとともに、子弟教育が課題となってきた。一九二六（大正十五）年には東部尋常小学校が開校し、その聞に高等女学校が一九二
O
（大正九）年に開校してい
J戸（但し、高等女学校の
校舎は一九一一三年に土地建物を購入）。けれども 財政上の問題で中海教育機関として高等女学校一校を建設するに留まっていた。補助金申請はこうした日本人社会 状況が反映されたものと考えられる。結局、この時の参事会では結論が出ずに先送りされることになった。しかし一一ヵ月後、 二五（大正十四）年卜二月二十八日の参事会で棲木氏は自分の意見を撤回し、（地の参事たちは公益を重視 た行動 感謝の意を示して る。制限木氏が怠見を撤回した経綿は分からない。けれども、同じ日本人として、 本人社 が抱える問題を租界行政の枠組みに位慣付けて解決へと導こうとする意識があり、その一方で、参事会の一員として租界の公益を考え原則を逸脱してはならないという意識が作用 、揺れ動いたとみ
ことができる。そして最終的には立場上、租界の公益を重視するという選択をしたのではなかろうか。ちなみに、一九二九（昭和四）年に上海居留民団は子弟数が＝一
000
名を越えて学校教育費が膨脹し、財政難に
陥った。この状況を打開すべく「各路迎合会」は工部局に補助金の支給を働きかけた。その結果、工部局からの教育
｛判』｝
補助金は一九一．一一（昭和六）年度より支給されている。
以上、ここまで概木氏を日本人社会と組界行政との仲介
役としての視点から捉えてきた。
さて、機木氏が上海に赴任していた時期は五四述動（
J
九一九年）を契機として中国の民衆が民族意識に目覚め、一九二
0
年代から一九三
0年代にゆけて反封建、反帝国主
義の運動が盛ん なった頃であった。こうした状況で機木氏は参事会員としてどのような言動をとったの を、次みていきたい。
一九二
0年代の大きな運動の一つとして「五二二
O
運動」
が挙げられる。一 五年二月、上海の日本資本 紡績工場（在華紡）で待遇改善、組合承認を求めてストライキが続発、さらに同年五月、同じく在華紡で工場側の発砲により中国人労働者が死傷するという事件が発生した。五月三十日、共同租界で行わ た抗議デモにイギリス警官隊が砲し、多くの死傷者を出す惨事となった。これが「五・三O事件」と呼ばれる出来事であり、これを切っ掛けとして「五・三
O運動」と称される大規模な民族運動が展開され、
（却｝
ゼネストやストライキが最終的に八月まで続 たのである。
こうした状況下、工部局電気処は七月六日より九月八日の問、工業用電力の送電停止という措置をとっ 。そ 結
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果、四十六工場が操業停止となり、うち二十一工場は既にストライキにより操業停止となっていた日本とイギリスの工場であったが、残りの二十六工場の多くは中国人経営であった。そして、十六もの中困人紡績工場は操業停止に追い込まれる事態となめ 救済を必要とする多くの労働者を生み出すこととなった。七月三十一日の参事会では、イギリス商業会議所の「ストライキの風潮が運輸業界にも伝わっており、全てのストライキが収束する以前に如何なる工場にも電力回復をすべきではない」と う決議が、副議長を通じて審議に持ち込まれた。フエツセンデン（司
2
∞g
ュ2】）議長は「この意見
は以前の我々の意見 殆ど一致する」 述べた。そして議長は新聞に載ったニュースに触れ、日本の各工場での労使双方の平和的解決の吋能性について述べた。機木氏は「話し合いは行われているが、その結果が最後はどう かは分からない」との考えを示した。また「日本紡績工場の経営者たちは、彼らの巨大な利議に着服して、イギリス商業会議所の意見には不賛成であろう」との見解を示してい八月十三日の参事会では、前日に来訪した在支日本紡績同業会 長（注｜会長 谷口一民蔵）が日本 工場 電力を回復するように求めてきたが、中国人労働者がいない以上それは不可能なことを伝え、同会長は日本人労働者を使用して電力回復を行 ことを提案したが、そ は不可能であると回答した、というフエツセンデン議長 報告があった。桜木氏は、工部局は一切の可能な措置をとり 中国人労
働者の電気処への復職を保証すべきであると主張した。そして、工部局の立任はあらゆる子段を尽くして上海 工業
を支え、目下の緊張状態を緩和することにあるとの認識を示し、日本の工場生産の回復は工部局の．屯力供給の回復にかかっていると指摘している。だが、議長や他の参事は桜木氏と異なり、慎諸な見であり電力供給は現状では行えないというものだった。その後、電力供給は既述の通り九月八日より再び行われ、一応事態は解決したと うことになる。けれども、租界は再び動揺に見舞われる。一九二七年の北伐がそれである。孫文亡き後、彼の後継者となった蒋介石は一九二六年に軍閥を打倒 中国を統一すべく、広東より軍を 上させ戦いを展開していったのである。北伐軍が上海に迫ると、列強諸国は租界防衛に乗り山し、上海に軍隊を派遣した。一九二七年一月六日の会議録には 機木氏が日本総領にどれほどの日本一車兵士が提供可能か 診 ていること
(Tm
} 
が確認できる。その六日後の一月十二日、機木氏は上海を離れるために
参事会員を辞職する。フェッセンデン議長は、樫木氏が参事会に支持と協力をしてくれ こ に感謝の怠を示し、そして日本人居留民と工部局の関係が友好的で訪ったのは桜木氏の支持と協力が大きい、と褒め讃えている。桜木氏の言動は参事会員として共同租界の安定を丞視する姿勢を貫いていたように思える。ただ、客観的 みれば中国民族運動と対峠する立場 立つことにもなりかねなかった。この点については後ほど改めて検討することにしたい。
lei］え： k呼応；ur！念*I VOL 1:1 fil 
（2）上海居留民団における棲木俊一氏①上海居関民団と日本人社会本節では日本人社会における活動に焦点を当ててみるこ
とにする。日本人社会は国際都市上海に存在した一つの社会である。日本人が上海に居住するようになったのは明治初年からで、工部局統計によれば一八七
O
（明治三）年に
は僅か七名だった。それ以後漸次増加していき、一九一五（大正四）年にはそれまで最多だったイギリス人を抜き七一六九名となり、外国人人口で第一位になる。そして一九二O
（大正九）年には一万一二五名、一九二五（大正十四）
年には一万三八
O
四名と増加し、在留外国人の首位を保ち
｛叫却）
続ける。
一九二八（昭和三）年末の日本人人口は二万六五一八名
であり、居住地は共同租界に一万九八五二名、フランス租界に二六七名、組界周辺の中国街に六三九九名となわている。特に人口が多かったのが共同租界の虹口であった。この日本人社会を歴史的に捉える時、「上海居留民団」の成立を避けて通ることはできない。上海居間民間は一九
O
五（明治三十八）年の「居留民団法」と一九
O
七（明治四
十）年の「居留民団法施行細則」に基づき、一九
O
七（明
治四十）年九月一日に成立したもの ある。
居留民団とは外務大臣が必要と認める時 地区を設定して、そこに居住する日本人 より組織される 体で、法人であり、そして居留民団は領事、公使や外務大臣と った
外交機関の監督を受ける存在である。東亜同文書院教授あった中内二郎は、居留民団初法的性質を外務行政上の地方自治体であると指摘してい 。上海居留民団 場合、上
海総領事館がその主な監督機関となる。
上海居留民団の範囲および法的性格をみると、「上海各
国共同居留地、仏国専管居留地及該各居留地境界線より二英里以内の地域（浦東を含む）内に住居する日本帝国臣民を以て組成し其法律上の性質は公法人とす」と規定されていた。さて、上海居留民団は居留民会（議決機関）と行政委員会（居留民団を代表 、その 務を処理する理事 ）により構成されていた。居間民会議員になる資格は、居留民団の地区内に居住する帝国臣民または事務所を有する帝同法人で、六ヵ月以来諜金を墨銀二ドル以 納め 者であった。この課金とは所得課金・常業課金を指す。試みに、居留民会議員数をみると一九
O
八（明治凹十一）年度に二七
三名だったのが、一九一八（大正七）年度六四一名、一九一九（大正八）年度七四五名、一九二
O
（大正九）年度九
一O名、一九一一一（大正十）年度一
O
四二名と増加している。
この居宿民会議員から、毎年の居留民会通常会において
十五名が選出され、彼らは行政委員 して行政委員会を構成する。行政委員会では行政委員の中から議長・副議長・会計主抵を選出する。議長 会議を総則枕する立場にあった。上海居留民団は日本人社会に関わる業務を扱っていた。その主な事業として、共同組界の防衛組織である日本義男隊の維持・上海居留民団立学仏 ｝の運営・墓地火葬場 経営・衛生防疫活動 どが挙げられる。
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②上海居留民団における棲木俊一氏の言動ところで、桜木氏が行政委員会で要職に在った時期は、
中国民族運動が高揚する状況下で日本人と中国人との衝突事件が発生し、日本人社会内部では派閥が形成され、その派閥争いの渦中に置かれるなど、日本人社会の激動期と重なる。居留民団行政に携わる中で楼木氏 様々な事態に直面し、そして対応をせまられる立場に置かれたわけである。楼木氏の言動はどのようなものであったの 、そしてどのような認識であったのかについて、順需にみていくことにする。
一九一八（大正七）年、虹口で日本人と工部局中国人警
察官が衝突し、日本人に死似者 出る事件 発生し 。もともとは日本水兵と中国 警察官の口論が発端であったが、
－船）
日本人と中国人野察官との問 総動が起こったの 。この暴動で破壊された店舗も多数に上ったという。機木氏は有吉明（上海総領事）や伊吹山徳司（共同租界参事会員・上海居間民間行政委貝会議長） とも 事態収集に乗り出したが、工部局からは誠意ある対応がなく、棲木氏が物質的被害賠償額を二
1
三万元と見積もったのに対して、工部
局弘二
000
元程度という認識であり、大きな隔たりがあ
った。酬明木氏は有吉明との会話の中で、工部局を相手取り領事裁判を起こすことを提案している。だが、それは裁判で勝利するためではない。氏は事件が 本人の威厳面目に関わる問題であり、それは裁判の勝ち負けよりも日本 の意気を示すことができれば何よりと考えた である。そして訴訟費用は居留民団の負担とし、得られる賠償金は被害者に
（柑｝
与えることを提案している。
この提案は行政委員会、臨時肘問民会でも支持を得るこ
ととなった。その後好余曲折を経て、最終的には工部局との仲裁調停という形で結末を迎えた 工部局よりの賠部令も希望額までは届かなかったものの大いに増加したという。その翌年、すなわち一九一九（大正八）年は第一次世界大戦の戦後処理をめぐるパリ講和会議が開催されたのだが、そこでドイツが山東半島に有してい 権益を日本 委譲することが承認される 、中国では危機感が強まり、五月間Hに北京の学生たちがデモ行進を行ったのを皮切りに、大規模な民族運動として中国各地で展開された。これが「五凹運動」である。当然上海でも反問され、日貨ボイコット
－劫｝
や在華紡でのストライキなどが発生した。
この時の排日は極めて激しかったようで、日本人の尚光
は殆ど途絶の有様となり、通学訟中 児童が 人から暴行を受けた件数も多かった いう。児童の中で怪我をした者は一人もいなかったようだが 日本人側としても態度が硬化し、二個師団ほどの軍隊の出動をなすべしとの声が巷で聞かれる程であった。この に非常に険悪な状況下機木氏は前記の有吉明 伊吹山徳司ととも 、日本人国人との間で衝突事件が発生しない 危機的状況を回避すべく努める。世話 として日本人六十名棋を選んで主張を述べ、彼等の受け持ち地区に居住する日体人に戸別訪問的に主張を伝えてもらうなどの手段をとった。慢木氏は当時を回顧して「静かに猛烈なる排日騒ぎを突破し得（托血気にはやるが如き行動が一つも かった」と述べて る。今回、調査期間が限られたこともあり、日本人と中凶人
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との間で衝突事件が全く無かったのか否かを確認することはできなかった。しかし、以上を通じていえることは、中国側との対立を避け 態の沈静化を図る姿勢で臨んでいたということである。一九一八（大正七）年に虹口で発生した暴動事件に際して、日本人としての威厳面目・意気を示す言動がみてとれたが、それは工部局の事件への対応に不満があったために筋を通すという意識だったのではないだろうか。次に、日本人社会内部の派閥形成と楼木氏との関わりをみていく。第一次世界大戦後、紡績業を中心とする日本企業が上海に進出し、それに伴い据留民が増加して日本人社会が複雑化する様相を呈し始 る。こ 「複雑化」を象徴するものとして、日本人社会内部に「会社派」と「土着派」という二つの派閥が形成され こ が挙げられる。こ右に記したような第一次世界大戦後の日本人 会の膨肢が影響して るが、世界大戦後に日本人居留民が自扮体の政治知識に目覚め始めたことも理由と て挙げられ先行研究によれば、「会社派」は所謂エリート層であり、銀行や紡績業、大企業など 関係者、具体的には商社・銀行支店長・高級官吏・会社経営者 ど それに該当する。一方の「土着派」とは中小企業、商店、飲食店、旅館、その他の維業を営む人々であり、一般民衆層を形成していた。また、 九二八（昭和三）年末の日本人職業構成から エリート層五%、紡績会社・銀行・商社などに勤務する給与生活者である中間肘四十%ほど、残 が下調 から形成される一般民衆層であったと分析されている。前節（
l）②で少し触れた「土着派」はこの一般民衆層
に該当する人々であるが、人口数からすれば日本人社会の半数以上を占める存在である。しかし、例えば居留民団が運営する学校の資金は紡績会社が一帯出し、次に銀行・会社で、残りの二割位が一般の人という指摘があるように、紡績や銀行が資金面で大きな力を有することになる。したがって、「会社派」が行政委員会 主流であ功、それに対する「土着派」の不満という構図が形成され 事実、制官
-M
} 
木氏は「会社派」であった。
また、「土着派」は「町内会連合会」「各路連合会」の担い手であり、したがってそれ等は「土着派」の利害を反映する組織であったが、同時に一般日本人 社会生活のほぼ
－m却）
唯一の拠り所・自治組織とし の性格も有していた。さて、「会社派」と 土講習 相当激烈な競争があり居間民会も紛糾したという 、その代表としてい東部尋常小学校建設問題がある。従来の日本尋常高等小学校だけ は学校が不足したため、新 に小学校の新設が必要となり、一九一三（大正十）年に行政委員会は校舎敷地購入の仮契約を締結した。だが、「土着派」の反対 起こり、「民団史上空前にして｝絶後ともいふべき大波乱」が居留民会に生じることとなる。つまり、「町内会連合会」は「児童教育に環境不良のみならず将来校舎増築等を考慮するに好適地ならず」なは反対の瑚巾を挙げ 最終的に仮契約を破棄させるのである。実は、この時の行政委員会議長が楼木氏であった。正に渦中の人物だったのである。氏は連日議論を重ねた結果、最終的に仮契約破棄に至るのであるが、その心境を次のように述べてい 。少し長いが引用してみよう 「：：：票決
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となれば無論我々の勝利となる、されど神聖なる児童の教育に関する、又どんな問題の為であっても大なる掛りが長く続き居留民の心が二つに分かれる様な事があってはならぬ、残念であるがこ』に転身の路を考ふるのが賢明と忠ふ：：結論に入らずして即ち一切を水に流して民会を閉づるの妨途に出て空気を新たにして再審議を為すの外無しと考ふ」。自分の原案撤回とともに、一方で反対派の提出していた修正案も撤回させ、一度居留民会を終結させて改めて「光風露月」の心で討論するという考えだったのである。この考えに反対派 納得したが 機木氏は居留民会終結の親日、「大葛藤
f吃生じさせた責任を取って行政委員会議長の職
を辞任する。前節（
l）②で触れた、日本人件察官問題に関して「日
本人社会には異なる怠見もある」という棲木氏の見解は、居留民団行政において経験したこう 事態が反映していると考えられるのでは いだろうか。最後に、一九二
O
（大正九）年に東亜同文書院二十周年
記念式典兼根津院長還暦祝賀式に来賓として出席して祝辞を述べ、一九一一一（大正十）年十一月に死去した東亜同文書院副院長・石川一の追悼文を『渥友」に載せる枕ど、東亜同文書院とも関わりがあったことを指摘しておく4．おわりに以上、寄贈資料の紹介とあわせて 桜木俊一氏の軌跡を上海時代に焦点を当ててみてきた。まず、本論を通じて浮
かび上がったのは、棲木氏は狭い視野に捕われることなく、公共の利益や安定を重視する姿勢を貫いたということである。樫木氏が赴任していた時期の上海は、中国民族運動が高揚して租界と対峠する状況であり、日本人社会も派閥争いが生じ、また日本人と中国人の衝突事件が生じるなど、あらゆる意味で正に激動期だったといえ 。こうした状況下で、氏は日本人社会と共同租界の双方の行政に携わったが、本論で明らかになった様々な言動 みると、それぞれの役職においてもこの姿勢は一貫していたように思える。棲木俊一氏長男・健古（たけふる）氏は、父上がスケールの大きな人物だったと評価し、その理山 、明治という国運の興隆期に青年期の人格形成がなされ こと 若くして諸外国を渡り歩いたこ 、中国人と 接触が長く深くて、その大陸的な性格の感化や影響を受け こと どを
（ω
） 
可能性と 挙げている。桜木氏がどれほどの中国人と日常的に接して たかについては定か ないが 健古氏も指摘しているように、少なくとも若 時か 中国 長年生活し欧米にも視察留学で出掛けるといっ 経験が、先に述べたような棲木氏の姿勢の形成に大きな影響を与えたことは間違いないだろう。そしてそ 姿勢は日本 帰国後もさらには戦後も精力的に活躍 たことをみて 、桜木氏人格の中核を成 ていたと言えるの はないだろうか。さて、根木氏が租界行政に携わり租界の安定に努めた点のみを以てすれば、中国民族運動に対峠する立場にあったと捉えることができるかも知れない 確かに、客観 にみればそ 見方は否定できな だろうが、これは機木氏が中国民族運動をどのように認識し、評価していた という点
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も含めて考える必要があるだろう。さらにいえば、今回寄贈された資料は、社会的身分や地位といった表面的部分だけで全てを理解し判断することが困難であることを物語っているように思える。本論の冒頭で紹介した、孫文はじめ中国の政治家・文人から棲木氏に ら 激動の時代にあって、そして日中関係が不安定であった当時にあって、日本人と中国人との聞に身分や立場を超越した友好的な関係 築かれいたことの証ではないだろうか。と同 、上海社会において奥深く、複雑な人間関係が築かれていたことを示しているのではないだろうか。係る意味で、この度記念センターに寄贈された資料は、現在や未来 日中関係を考え、そして激動期における人間同士の関わりを考える良き「教材」となるのではないだろうか。否、そうしなくてはならないと考えるの る。本論では紙面の関係上、全てを取り上げて論ずることができず、したがって言及できない部分が悶々残った。その点を合めて、機を改めて楼木氏につ て詳細に研究していきたいと考え いる。日浬（l）民ハ耐の生花については、．上京減符・村上和造沢『民ハ刷いい」（
.. 
五社、
．九九
O年）、呉川別部符、川内利治／北川問邦共訳「わが制父呉ハ．耐」（東
方苫店、一九九
O年）が詳しい。
（2）山山辰雄編『近代中国人名辞典』一
O
七
01
一O
七二一良（霞山会発行、
J九九五年）。
｛3）「・中凶人名資料引典第九巻」
2・十．
3J11
・・
H
（け本附丹センター
発行、一九九九年）。なお、王伎は上海残疾院という障害者収容施設の設
なの中心となり、上海慈善会の大御所でもあった（小浜正子「保証人と制介状 つなぐ故済｜ 残疾院にみる懇話口会のネットワーク｜」九八丘、日本上海史研究会、二
OOO
年）。
（4）前向『只ハ似伝」・
JJ
・七百、前山間「わが机父呉ハ制』八
13
八ト．
H
。
（5）英修道 中楽民国に於ける列国の条約権益」五八
J
．1
五八三百（丸善、
－九一二九年｝。以下、『列凶の条約権益』と略記。なお、上海の組界は中国に形成された刷界でも占参であり、後に天沖・槌リ・広点などにも肌界が設問された（
Mm
川凶峻「作文列附権位慨品」：・ト川
1J
・卜．
h
．H
、九丹、
．九・・一九年）。
（6）高橋孝助、古版忠夫編「上海史」一二十六
1
一一．十七．目、三卜九．
H
（束店品川
u
店、一九九五年）。
（7）イギリス組凶作は．八問：・年の品川川以後、．八川八年に拡艇を行い、．八六・
1年に共同制界が形成されて以後は．八九九年に拡張を行ってい
る。フランス組界は一八内 年の設問以後、一八六．年、一九
OO
年、一
九一四年の一二回に 日って拡張している。また、租界の消滅についても触れておく。共同制界は 問． のアジア木市
γ作戦争勃発後、日本市に
山制される。．九州・・年十川、アメリカ・イギリス政府が頃瞳の州民政府に制事裁判権廃止・組
ω汁山地避などを合む新条約締結を定義したこと
をうけて、一九四三年一月に日本は．注柑衛政権との に領事裁判権撤廃・机界返還を定めた協定を締結した。同けに国民政府とアメリカ・イギリスとの間で新条約が締結され、ここに共 机界は法律的には限山んの鮮が閉じられた。．
H、フランス肌界には日本市は進駐しなかったが、
日本の圧力を受け ヴィシ
l政府も．九円三年に租界を返還した（『上
海史」七十九百、二一八
t
一一て二頁）。
（8）前掲『上海史」一二ト九
H
。
（9）山川邦彦「卜
h尚仲代制組凶介法慨観」八
11H
、ト
.. 
t
卜：・
H
（「文郎研究」
前十九
uq
．九；九年てなお、．九二
O
（大正九）年に小川人納税者会が
組織されたが、組界行政に対して直接の発言権を有するものでなかった（『列国の条約権益』六一八頁）。
（附）古川前掲論文・卜問貞、十八
3
十九百。
（日）
KM
川前倒論文・卜．
K1
十七
H0
・九
.. 八（附利：・）年に：・名、
.. 年後に
．K名の中国人が参事会
U
として選出されるようになり、参事会に加わっ
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た。彼らは中国人納税者会を通じて選挙・選出された（『列国の条約権益』六．九
1
六
J一0．白）。
（ロ）
LUH
川前掲論文・コト
H
。
（日）上海市街案館嗣『工部同市一事会会議録』第・一十．冊・第・一十
.. 附・第・
J
卜．ニ冊（上海古籍出版社、二
00
→年）。以下、－．会議録』と略記。
（M
）同前。
（日）上海市門架館側「上海副界必」．九
OH
（上海社会科学院出版社、
.. 
?
O
一年）。
（同）前掲『会議録』第二十一間二二五八
H
。一九・二一（大正十．）年当時の工
部品警察の警察官は一一七九
O名で、インド人五二八名、中国人一凹八九
名、日本人
... 八名と探偵問名、その他の外同人一
JJ
九れの内訳だった（上
海日報社制「
k
両年鑑．九
.. 六年版
7
．八
H
、上海日報社出版部、．
九一．六年）。なお、山崎帯．の在任期間は杉江凶造「第
l
一版上海案内」
所収の「邦人案内」一
J．頁（日本堂、一九二七年）を参照。
（口）上海同前民間制「上海肘昭氏川：・卜五周年記念蒜』．
0
じ・
J此、．
0
仁川
H
（．九問
.. 年）
c以ド、「
M
’WN
川必」
L」略必の
（同）同前・．
0
・八
J
・H
。他に、制界中
lM
へのト仁川択としては、仁・市川件・部門へ
の日本人聴
U
採肝要求、参事会此席の飽得などが挙げられる（『居間民
同諸』一
O
八一二
t
一O
八四百）。
（円）前掲「会議録」第 ・
1
・・m
・・・卜問
Ho
－－のオオクシという人物は、．
九・
hハ（大．止・
h）年十－川に山県ぃ以持制斤持部から仁妨川許
wmM
に：・トれの
巡査とともに採川された、大中為人と忠われる（『
M
’W
民同誌」一
O
八：・
頁）。しかし五嶋茂『上海の夜明け消えた共同租界」一
O
四頁（書本社、
．九八．年）では、大山中為八となっている。なお、船涼辰一郎の在任期間は杉江前掲
A
を参問。
（却）前掲『会議録』第
.. 
卜
JJm
－－一十川
Hc
（引）阿前・一二十七百。（辺）高綱博文－上海事変と日本人居間民！日本人肘尉民による中凶人民
ゆ爪山相殺の背
MMl
」八卜九ら九
1・山（小山穴トヘ学人文科学研究所制一．日中戦
争日本・小川・アメリカ・一中央大学出版部、．九九州知中てまた、日本は人口数は多いが凱界参政権の条件を満たす金制の家貨や上地を所有する人が少なく、租界に対する．小満が欝積 ていたという指摘がされ
ている（
NHK
ドキュメント昭和取材班『ドキュメント昭和
2
同組界一九
01
．九．頁、向川内店、．九八六年）。
（お）尚倒的拘論文・内ト・れら問卜しハ
H
。
（剖）前掲『会議録」第二十三冊・一七六百。（お）前掲『居留民間誌』九四二
1九四一一．頁、九五五頁、九六九
1
九七
OH
。
（部）同前・一．五・一頁。（幻）前掲『会混鉛」第 ・
1
・・．附・
.. 
0
七
H
。
（却）前掲『肘間民刊誌」
0
八川口。
（却）前掲『ドキュメント昭和
2k
海共同租界』七十二
Hc
（却）竺沙雅章監修・堀川哲男氏任編集『アジアの歴史と文化
5
中凶史
近現代』・・九一
1
．丘一一
H
（制朋社、
J九九八年）、前掲「ドキュメント附
和
2
上海共刷机
ωご七十八
t
じ卜九
H
、八卜．
H
、前向「
k
向史」．八
八
t
一八九百、日本上海史研究会制円上海人物誌」九十ら九十一
H
（点方
書店、
J九九七年）などを参照。
（川）五・一
J
．0事件前後に電気処の中国人労働荷がストライキに入り、業務
は停滞した。こうした状況の小で、仁部川によって送地仰汁．という
mm
がとられたのである
cその紡県、本丈にあるように小川人工場はん打取
を受けた｛金丸桁．｛丁ぃ部局・屯気処の的
w－屯問題
l
．九－－五年七月六日前
後」七
t八頁（『近きに在りて』第二十一日ザ、一九九二年ニ
cなお、在五
日本紡尉同業会と会長の谷川．
M般については、山村抗助「近代日本綿業
と小川三川八
tE
．円九百（点京大学出版会、一九八・・年）を参問。
（花）『現代上海大事記」二五一頁（上海計川出版社、一九九六年
σ
（お）前掲 会議録』第二十三冊・ 四
O
頁
c
（M
）阿前・一間
03
．凹．頁。
（お）山川拘「上海中九』一九・
J円以
（加）前財「会議録」第・・ト
... 
附・：・五
OHc
（訂）同前・コ一六四頁。（却）『第三十・・川東亜同文書院調査報告代ハ一所収の「第十六巻第一一絹
上海庄町日本人人口調百三．九・
6八年）。
（澗）判的。（仰）林．
m
... 郎「上海民間民同」九ト
.. 向、九十二一一日（ぺ文那研究」第卜九号、
一九二九年）。
k山時共
川文舟院記念~l VOL l:l 66 
（引）中内て郎「
Mm留民団の法的性質」八百、三十
1
・二十四頁（『文郡研究』第
五十八け、．九四．年）、同「居留民間の地位、事務比院持」六ト・
JJH
（『文
郎研究」第六トリ、．九州→年）。
（必）前倒『肘制民間必」九ト刊
H
。
（川町）同前・．七一
J
．1
一七六頁。なお、一九二五（ト八正十四）年に居留民会議
員定数は六十名・任期二年と変更になった三 間 団誌』一七六頁）。
（判）前掲『肘悶民同誌」一七四百。なお、一九・：丸（大正十四）年に行政蚕
H
定数はじれと変．史になった（『印刷向川氏川必」．七仁川川）
0
（伯）制的・一七八
43
．八
... H
。
（MW）前掲『居留民団誌」一八七
1
一八八頁、一二四七頁、三四九頁、一一凶九
民。なお、一八八百の記述には大正八年とあるが誤りである
（灯）同前・．一五
OH
。
（制）川的。（相）刷前・一一五一一目。（叩）前拘『上海史」一五五頁。パリ講和会議から「五四逝動」に至る過程に
ついては、前掲「アジアの歴史と文化
5
中国史｜近・剖代史竺コ．八
43
．問問一氏などを参附。
（日）前掲「肘制民間必』
.. 
問六、一一凹七百。
（臼）同前・一一四六．良。（臼）間前。（M
）川前・九
O
七一目。
（部）同州・
.. 
0
.Ho 
（出）尚網前掲論文・
J一卜・一頁、四十百。
（一凶）前掲『ドキュメント附和
2
上海共同組界三八八
3
一八九頁。
（招）前掲『居留民間蒜』
J
一0
．H
。なお、後には上着派からも行政委
U
会
HN
が選出されるようになる（「肘印民同必」
MH
）。行政長
U
会長とは一
九二・
h
（トヘ正十四）年に行政委日会議長が改称されたもので、行政委
U
会議長代理は行政委員会副会長と改称された（『肘留民間誌』一七七頁）。
（悶）尚網前掲論文・四十八頁、住川光正「上海の日本人社会』七十七頁（『国
際都市上海」ト八阪政業
L入学産業研究所、一九九五年）。ただし、桂川氏は
「上打派」は必ずしもド肘民衆とはいえず、れらの力で
K
桝に生活諸般
を作りあげた人々であり、租界社会の中堅をなす自材業者がその実態
だったと述べる。この「土着派」の概念については検討の余地があるように思われる。
（ω
）前向『肘印刷民間必」一・
0
．H
。
（日）川前・．一．九七一向。（臼）同前・一
O
八
O
頁。
（閃）同前・一一五八百。（ω
）問的・．一五九ら一．
LハOH
。
（日）山水・”叩同文民
H院「削
LU
－－－十週年記念東．ゅ．
M文内院必」・
h山内
H
（．九：・
。年）、棚田木俊．「故行川副院
HK
に就て」
73
・一
H
（『沼友」十八け、上拘束
亜同文書院同窓会、一九二二年一月）。
（ω）慢木健市『摺木俊一座談録」卜
JH
（中央公論ポ業出版、．九六八年発
行、非光
H川）。
67 偲木俊一氏関係資料について
